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第 66回通常総会を開催

来賓祝辞 ( 河合岐阜県副知事 )

　令和 6年 3月 1日に OKBふれあい会館にて第 66回通常総会を開催しました。
　今回は土地改良表彰を実施し、来賓のご臨席をいただく、新型コロナ前の形式で開催しました。
　なお、来賓として河合孝憲岐阜県副知事、加藤勝東海農政局次長、野島征夫岐阜県議会議長等にご臨席いた
だき、総会の盛会と本会の発展を祈念する等のご祝辞をいただきました。また、今井俊郎東白川村長を議長に
選任し、令和 6年度事業計画並びに一般会計収支予算等、提出された議案の審議を行い、10議案は全て原案
通り承認されました。
　最後に農業農村整備当初予算の確保等を求めた決議案を全会一致で採択し閉会しました。なお、議第 10号
役員補充選任において、山下清司関市長、小坂喬峰恵那市長、浅野雅樹岐阜市市橋鏡島土地改良区理事長が役
員に選任されました。

議第 1号　土地改良負担金積立金等強化対策基金の処分について
議第 2号　岐阜県土地改良事業団体連合会規約の一部改正について
議第 3号　令和 4年度事業報告、一般会計収支決算並びに財産目録の承認について
議第 4号　令和 5年度一般会計収支補正予算の承認について
議第 5号　令和 6年度事業計画並びに一般会計収支予算の議決について
議第 6号　令和 6年度賦課金の賦課基準並びに賦課徴収時期の議決について
議第 7号　借入金の限度額並びに借入方法の議決について
議第 8号　預入金融機関の議決について
議第 9 号　役員報酬の議決について
議第 10号　役員補充選任について

一　土地改良事業の計画的な推進のため、必要な予算を安定的に確保すること
二　農業の競争力強化のため、農地の集積・集約化、米から高収益作物への転換、スマート農業の導入やほ場
　　まわりの管理の省力化を促す農地整備を推進すること
三　農村地域の国土強靱化のため、農業水利施設の更新・長寿命化や豪雨・地震対策等を推進するとともに、
　　燃料価格や電力料金が高騰する状況下においても安定的な用水供給等が可能となるよう対策を推進すること
四　ICT、AI 等を活用して、土地改良施設の省力化・高度化を図る取組を推進するとともに、土地改良区の
　　運営基盤強化に対する支援を推進すること
五　ストックマネジメントセンターが担っている役割を基幹的農業用水路だけでなく、農業用用排水機場や
　　防災重点ため池などについても一元的な情報把握が行えるように体制強化を推進すること
六　多面的機能支払交付金による農村地域における地域資源の保全管理を推進するため、十分な予算を確保
　　するとともに、活動組織の活動継続に向けた支援を推進すること

　議決事項

　決議
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令和 5年度土地改良表彰
（知事表彰・会長表彰 )

　岐阜県知事表彰
福 束 輪 中 土 地 改 良 区 理 事 長 木 野 　 隆 之
揖 斐 川 土 地 改 良 区 理 事 長 宗 宮 　 善 和
中 濃 用 水 東 部 土 地 改 良 区 理 事 今 井 　 武 夫

関市肥田瀬用水土地改良区 理 事 兼 松 　 正 勝
下 呂 市 萩 原 町 土 地 改 良 区 監 事 今 井 　 武 史

　岐阜県土地改良事業団体連合会会長表彰
岐阜市市橋鏡島土地改良区 前理事長 戸 﨑 　 和 美
岐 阜 市 佐 野 土 地 改 良 区 会計主任 豊 吉 　 美 保
席 田 井 水 土 地 改 良 区 理 事 中 島 　 健 護
田 鶴 境 土 地 改 良 区 副理事長 瀨 古 　 邦 彦
養 老 町 高 田 土 地 改 良 区 理 事 髙 木 　 武 雄
室 原 土 地 改 良 区 理 事 横 田 　 等
多 芸 東 部 土 地 改 良 区 前 職 員 早 崎 　 孝 夫
不 破 郡 北 部 土 地 改 良 区 理 事 長 森 川 　 祥 史
揖 西 用 水 土 地 改 良 区 前 理 事 髙 﨑 　 良 治
揖 西 用 水 土 地 改 良 区 前 理 事 桑 原 　 一 義
中濃用水東部土地改良区 元 理 事 中 村 　 隆 樹
関市肥田瀬用水土地改良区 理 事 長 塚 原 　 照 男
関市肥田瀬用水土地改良区 理 事 前 島 　 忠 史
関市木曽川右岸用水土地改良区 理 事 遠 藤 　 　 博
関市木曽川右岸用水土地改良区 総括監事 河 村 　 武 夫
美濃加茂市木曽川右岸用水土地改良区 管理区長 山 田 　 康 彦

富加町木曽川右岸用水土地改良区 理 事 長 板 津 　 德 次
川辺町木曽川右岸用水土地改良区 理 事 土 谷 　 弘 幸
川辺町木曽川右岸用水土地改良区 監 事 小 栗 　 精 作
川辺町木曽川右岸用水土地改良区 監 事 馬 場 　 　 均
八百津町木曽川右岸用水土地改良区 副理事長 長谷川　豊治
可 児 土 地 改 良 区 理 事 長 大 澤 　 正 幸
可 児 土 地 改 良 区 理 事 渡 邉 　 　 正
可 児 土 地 改 良 区 理 事 小池　一二三
木曽川右岸用水土地改良区連合 工務係長 宮 川 　 暢 毅
え な 土 地 改 良 区 理 事 長 伊 藤 　 常 光
え な 土 地 改 良 区 理 事 田 口 　 則 夫
え な 土 地 改 良 区 理 事 小 林 　 洋 志
小 坂 第 一 土 地 改 良 区 総括監事 中 原 　 則 之
飛 騨 東 部 土 地 改 良 区 理 事 長 中 野 　 一 光
飛 騨 東 部 土 地 改 良 区 理 事 藍 田 　 久 長

（敬称略）

（敬称略）

色 目 川 沿 岸 土 地 改 良 区

垂 井 町 土 地 改 良 区 理 事

木曽川右岸用水土地改良区連合 理 事

　新型コロナウイルス感染症が落ち着いたため、今回は表彰式を 5年ぶりに開催いたしました。長年土地改良事業
に携わった皆様に甚深なる敬意を表すとともに、心からお祝い申し上げます。
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全国水土里ネット表彰式

　令和 6年 3月 26日に砂防会館にて全国水土里ネット表彰
式が開催されました。長年土地改良事業に携わった皆様に甚
深なる敬意を表すとともに、心からお祝い申し上げます。
■農林水産大臣表彰
　上 野 平 土 地 改 良 区 理 事 長 今井　由夫
■団体表彰
　金 谷 井 水 土 地 改 良 区 理 事 長 春日井　久司
　関市木曽川右岸用水土地改良区 副理事長 鈴木　康氏
■個人表彰
　揖 西 用 水 土 地 改 良 区 前理事長 杉岡　司朗
　高 須 輪 中 土 地 改 良 区 事務局長 森　　治一

農業農村整備の集い開催

二階会長　挨拶

　6月 10日 ( 月 ) に鈴木憲和農林水産副大臣ほか多数の来賓ご出席の

もと、砂防会館別館「シェーンバッハ・サボー」( 東京都 ) にて、農

業農村整備の集いが開催されました。主催者として、二階俊博全国水

土里ネット会長は「予算確保は二度目の闘いにかかっている、力を集

結してほしい。皆さんの努力により女性理事数は 5倍になった」と挨

拶されました。

　情勢報告は宮崎雅夫全国水土里ネット会長会議顧問から行われ、

「基本法改正は二人で連携して党の議論に積極的に参加し、皆様方の

声を反映できた。また、この集いも毎回女性の参加者が増えており、

全国規模で男女共同参画が進んでいる。次の世代が担う農業農村の

ため、新しい土地改良をしっかり作っていきたい」と述べました。

　なお、要請文の提案は令和 7年度全国土地改良大会開催県の水土

里ネットさが高田専務理事から、ガンバロウ三唱は今年の全国土地

改良大会開催県である、ちば水土里ネット女性の会の皆さんにより

行われました。

　来賓祝辞として、鈴木農林水産副大臣からは「災害復旧に対する

各県の協力にお礼申し上げる。予算が目減りしていることから、全

力で確保したい」、進藤金日子水土里ネット会長会議顧問からは「宮

崎先生を押し上げてほしい。土地改良は合意形成と連携であり、国

会でも二人体制で協力している」というお言葉をいただきました。
情勢報告　宮崎顧問

ガンバロウ三唱
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令和 6年度岐阜県の農業農村整備予算

　県予算 ( 公共枠・県単枠 )
　「食料安全保障の強化に資する生産・供給体制の構築」や「県民の食を支える生産基盤の整備と災害に強い
農村づくり」など重点政策の計画的な事業推進に必要な予算を確保した。

　主要施策
■食料安全保障の強化に資する生産・供給体制の構築　<<49百万円 (R5) → 202 百万円 (R6)>>
　　国の「食料・農業・農村基本法」の見直しにおける食料安全保障の強化の動向を踏まえ、物価高騰の影響緩和、
　食料生産の拡大、流通体制の強化、地産地消の推進等を通じ、食料安定供給体制の強化に取り組む。
　・長引く生産資材等の価格高騰に対する支援　R5　  0 百万円→　R6　130百万円
　・米粉や飼料用米の生産拡大　ほか　　　　　R5　54百万円→　R6　  72 百万円
■県民の食を支える生産基盤の整備と災害に強い農村づくり　<<4,557 百万円 (R5) → 4,898 百万円 (R6)>>
　　効率的で収益性の高い農業を実現するため、農地の大区画化等の生産基盤整備を推進するとともに、施設
　点検や用水管理の高度化・省力化を推進する。また、集中豪雨や大規模地震の発生に備え、農村地域の防災・
　減災対策を強化するため、農業用ため池の豪雨・地震対策等を推進する。
　・県民の食を支える農業生産基盤の整備　R5　1,774 百万円→　R6　1,932 百万円　  <<55 地区 >>
　・災害に強い農村づくり　　　　　　　　R5　2,784 百万円→　R6　2,966 百万円　<<123地区 >>
■中山間地域を守り育てる対策　<<2,306 百万円 (R5) → 2,473 百万円 (R6)>>
　　中山間地域の持続可能な農業の実現に向け、豊かな自然環境を活かしたブランドづくりや都市農村交流等
　による地域活性化、生産基盤の整備等に取り組む。
　・中山間地域の特性等に合わせた農業の展開 ほか  R5　　    2 百万円→　R6　        9 百万円
　・生産基盤と生活環境基盤の整備　　　　　　　　R5　2,304 百万円→　R6　2,464 百万円　<<43地区 >>
■農村地域の防災・減災対策、農地・農業用水路等の整備推進【R5国補正 (12 月補正 )】　<<2,000 百万円>>
　　集中豪雨や大規模地震の発生に備えた農村地域の防災・減災対策、農業競争力の強化に向け、国の補正
　予算を活用し、農地・農業用水路等の整備を推進する。
　・農業・農村の強靭化対策　　　　　　　　　　1,334百万円　<<39地区 >>
　・農地・農業用水路等の整備　　　　　　　　   589 百万円　<<15地区 >>
　・中山間地域における農業生産基盤の整備　　　 77百万円　<<  2 地区 >>

　新規 ( 拡充 ) 事業

岐阜県農地整備課提供資料

拡 ( 県単 ) ため池防災支援事業費 ：農業用ため池の防災機能の確保のため、施設管理者に対し、適正管理に
 　向けた伐採、水抜き作業、軽微補修を支援
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食料・農業・農村基本法 改正について

　農業の憲法とされる「食料・農業・農村基本法」が今国会で改正され、5月 29 日に成立しました。今回は
現行法が制定された 1999 年以来、25年ぶりの大幅な改正となりました。
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　「食料・農業・農村基本法」の改正を受けて、来年の通常国会において土地改良法の改正も行われる見通し
となっており、

 ①基幹的施設の更新を機動的に実施できるよう非申請事業の仕組みの構築

 ②土地改良区の運営基盤の強化

 ③末端施設の保全管理の在り方について地域の議論を促進

 ④農家の負担等を求めず急ぎ進める「急施事業」の拡充

といった４つの方向性が示されています。
　本会としても議論の方向性を注視するとともに、新たな情報が入りましたら会員の皆様にも随時情報提供い
たします。

土地改良法改正の見通しについて
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　岐阜県内では、皆様のご協力により 7土地改良区において 8人の女性理事が誕生いたしました。女性理事登
用は、多様な価値観や意見を持つ者を理事会に参画させ、土地改良区の体制強化を図れるチャンスであるため、
まだ登用できていない皆様も、ぜひ前向きな議論をお願いいたします。

　第5次男女共同参画基本計画 ( 令和 2年 12月閣議決定 ) や土地改良長期計画
（令和 3年 3月閣議決定）において、土地改良区等は 2025 年度までに・・・

【理事に占める女性の割合「10%以上」】
　等の目標が定められました。

★女性理事登用よくある 3つ の質問★
① なぜ女性理事を登用するの？
　「土地改良のこれから」を考えたとき、みんなで力を合わせ、知恵を出し合うことが不可欠です。
　社会の女性登用は 30%。土地改良の現状は 0.8%。「土地改良だけは特別」という理屈はありません。
② だれを登用すればいいの？
　員外理事制度を活用すれば、組合員の妻や親族、地域で活躍する女性、農協職員OGなど身近な方から
　選出が可能です。( 員外理事 =大学教授や首長などの学識経験者とは限りません。)
③ 私の土地改良区でも取り組まなければいけないの？
　全土地改良区です。土地改良区の将来を考えての取組だから。

□第１ステージ　議論が始まっていない ( 必要性が分からない )
　→なぜ女性理事登用が必要か考えるため、次の理事会で議論しましょう！
□第２ステージ　進め方が分からない ( 必要性は理解するが・・・)
　→「土地改良団体における男女共同参画の手引き」を参照して「行動計画」を作成しましょう！ 
□第３ステージ　「行動計画」を策定済み ( 策定中含む )
　→理事会等で定期的に進捗状況を確認しましょう！ 
□第４ステージ　女性理事を登用済み
　→他の女性理事の活躍の実態を見てみましょう！

あなたの土地改良区は、次のどのステージですか？

土地改良区でも男女共同参画を進めましょう！
～ 女性理事登用の実現に向けて～

財務諸表の活用について
　土地改良施設の老朽化に伴う更新
事業を実施する際、大半の土地改良
区では事業実施時の資金不足が見込
まれています。更新事業等に要する
費用を計画的に積み立てるために、
現金収支を示す「収支決算書」だけ
ではなく、複式簿記の帳票である、
「貸借対照表」や「正味財産増減計
算書」を活用しましょう。なお、施
設が老朽化して価値が減少した分を
資金として積み立てし、土地改良区
の自己資本である一般正味財産を
減らさないようにする必要がありま
す。9ページのチェックポイントと
皆様が作成した財務諸表を見比べて
いただき、現在の運営状況を分析し
てみてください。
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現金収支が黒字でも
減価償却費により

「一般正味財産増減額」
が赤字のため、

施設等の現在価値を
含めた資産全体は減少

「一般正味財産増減額」
は減価償却費等を考慮
した決算額のため、
プラスにすることで
資金が内部に留保され、
更新資金に充てること

ができる

<施設更新積立資産保有比率>
施設更新積立資産と土地改良施設の比率
を見る指標で、100%に近いほど更新に
備えた積立ができています。

～計算方法～
　　施設更新積立資産 ( ※ 1)　　　　　　　　　　
　　減価償却累計額 ( ※ 2)

※ 1 施設更新に充てられる財政調整積立
　　資産等を含めます
※ 2土地改良区負担分のみ

　
　　( 計算例 )
　施設更新積立資産　85,000,000　
　減価償却累計額　87,500,000

　　= 約 97%

× 100

× 100

自己資本である一般正味財産を
前年度より減らさないように意識

所有する施設を
更新する際、建
設額と同額が必
要と仮定し、内
部留保として持
つことを意識
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能登半島地震に係る災害派遣について

　本年 1月 1日に石川県能登半島付近を震源とする地震が発生し、北陸地方を中心に甚大な被害が発生しまし
た。特に石川県内の道路、上下水道施設を中心に甚大な被害が発生し、農業集落排水施設においても損傷が見
られることから、1月 29 日～ 2月 9日、3月 3日～ 3月 16 日にかけて、延べ 8名の職員派遣を行い、損傷
状況の調査を実施しました。本会としても県や県内市町村と連携しつつ、一日も早い復旧・復興に向けて、引
き続き協力していきたいと考えております。

能登半島地震に係る被災地支援のための
水土里ネット支援金

　能登半島地震に係る被災地支援のための水土里ネット支援金について、全国水土里ネットより最終報告があ
りました。全国の 2,508 団体から支援金を寄せていただき、岐阜県においては 47団体から支援金を寄せてい
ただきました。被災地の一日も早い復旧・復興をお祈りするとともに、今回の募金にご賛同いただきました県
内水土里ネットの皆様に改めて感謝申し上げます。

 募 集 期 間 令和 6年 1月 11 日 ( 木 ) ～ 6 月 5 日 ( 水 )
 支 援 金 総 額 64,434,823 円
 う ち 岐 阜 県 　 877,470 円
 支援金の贈呈先 石川県土地改良事業団体連合会
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地区概要
　本地区は古くから内水排除に苦労した一方、確固たる水源がなく常習干
ばつ地帯であったことから、昭和初期に県営工事として取水口と用水路を
新設整備しました。しかし、河床低下等により取水に支障をきたすことが
多かったことから、近接する木津用水・宮田用水と共に国営濃尾用水事業
を推進し、さらに関連事業として実施された県営羽島用水事業も昭和 45年
(1970年 )に完成したことから、安定した営農を確立することができました。
なお、本改良区は前身となる蘇北土地改良区と羽島中部土地改良区が合併
して、昭和 42年 (1967 年 )1 月 30 日に設立認可を受けました。

土地改良区巡り
<羽島用水土地改良区>

国営濃尾用水土地改良事業
　県営工事の完成により、木曽川の水を用水として利用することができる
ようになりましたが、社会の工業化に伴い木曽川上流では水力発電所が次々
と建設され、電力需要に応じた貯水と放水の繰り返しや、ダムによる土砂
の貯留により、取水量が一定せず取水困難となり、河床掘削に莫大な出費
をしていました。一方、愛知県側の木津用水や宮田用水も同様の状況であっ
たことから、濃尾用水事業期成同盟会の結成等により国営事業推進に努め
たことで、昭和 32 年 (1957 年 ) に国営濃尾用水土地改良事業を開始する
ことができました。この国営事業により羽島用水では従来よりも多く取水
することができましたが、下流用水路の断面不足や老朽化による漏水が激
しいことから、昭和 40 年 (1965 年 ) から県営羽島用水改良事業にも併せ
て着手しました。そして、昭和 45 年 (1970 年 ) にこの県営事業が完成し
たことで、羽島用水の一連の水利施設は完全に整備されました。

羽島用水土地改良区事務所

羽島用水旧取水口

あじさい祭り

尾張地域に翻弄された利水工事
　かつて美濃地域には「美濃の諸堤は、御囲堤より低きこと三尺たるべし」
という不文律が伝承されてきたように、尾張平野を木曽川左岸沿いに囲む
堤防の「御囲堤」が江戸時代初期に完成したため、治水に泣く歴史はあっ
ても、用水として利用することはありませんでした。明治時代以降は三川
分流工事等により洪水の不安が遠のいたため、木曽川から取水する計画を
立て、県議会にも予算を計上して申請しました。しかし、取水口の予定地
点の上流 3kmの対岸に愛知用水の取水口があり、羽島用水の取水口が右岸
側に設けられると取水に悪影響があるとの理由で反対され、計画は一頓挫
しました。その後、内務省の調停により計画が承認され、昭和4年 (1929年 )
から昭和7年 (1932年 )にかけて12kmにわたる県営工事が完成しました。

羽島用水土地改良区の概要
所 在 地　羽島郡笠松町新町 42
受益面積　1,311.6ha　　　　組合員数　5,799 人
主な表彰　平成元年度　農林水産大臣賞

( 参考文献 )
岐阜県土地改良史編集委員会 1983『岐阜県土地改良史』
東海農政局木曽川水系総合農業水利調査事務所1980『木曽川水系農業水利史』農業土木学会
( 参考 URL)
新濃尾農地防災事業所調査設計課「濃尾用水の歴史（濃尾用水拾余話）」東海農政局
https://www.maff.go.jp/tokai/noson/shinnobi/pr/juyowa/juyowa.html(参照2024年6月17日)

地域の理解を得るために…
　地域住民に土地改良区のことを理解していただくため、21世紀土地改良
区創造運動として「あじさい祭り&ウォーク」や「出前授業」を行っています。
「あじさい祭り&ウォーク」では羽島用水のパイプライン化によって整備さ
れた遊歩道に植えられたあじさいを鑑賞しながら、ウォーキングや写生を
楽しんでいます。

国営濃尾用水土地改良事業
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未来へつなごう！
ふるさとの水土里子ども絵画展 2024　　　　　

☆募集要綱等は同封チラシ裏面をご覧ください☆

　ふるさとの水土里子ども絵画展は、25年間続く、都道府県水土里ネットと全国水土里ネットの共同の主催
事業であり、皆様からの多くの応募がより一層の広報効果につながります。なお、本会を経由してご応募いた
だいた方は、地域団体賞として「水土里ネットぎふ　会長賞」の対象となりますので、作品を学校や土地改良
区等で取りまとめていただき、本会総務課広報担当までお送りください。皆様のご応募をお待ちしております。
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第 4回「水が伝える豊かな農村空間
～疏水 ･ため池のある風景～」写真コンテスト

☆募集要綱等は同封チラシ裏面をご覧ください☆

　当写真コンテストは年齢を問わずご参加いただけるコンテストですが、今回から、実際に現場の最前線に立
つ土地改良区 ( 連合 ) 役職員と組合員の方々を対象とした「水土里ネット団体賞」が新設されました。なお、
ご不明点は全国水土里ネット写真コンテスト係までお問い合わせください。
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お知らせ

　土地改良事業に関する苦情・紛争対策（問い合わせ：換地指導課、ストックマネジメントセンター）
　　本会では、土地改良に関する相談を受け付けております。法的な判断が必要とされる案件については、
　　「弁護士による土地改良相談」として、令和 6 年 7 月 17 日 ( 水 ) 及び令和 7年 1月 15日 ( 水 ) に本会
　　会議室において弁護士と面談して相談する機会を設けております。また、土地改良に関する定期相談を
　　原則、毎月第 3水曜日に行っていますので、ご希望があれば事前に相談依頼書を換地指導課又は、
　　ストックマネジメントセンターまでご提出ください。

　非補助農業基盤整備資金融資について（問い合わせ：換地指導課、ストックマネジメントセンター）
　　土地改良区が、国から補助を受けずにかんがい排水やほ場整備、施設の補修・更新などの事業に取り組
　　む場合、日本政策金融公庫が長期・低利で融資します。また、発電施設の設置や発電事業会計に必要と
　　なる複式簿記会計システムの導入費用についても融資対象となります。　

　ため池相談について（問い合わせ：ため池保全管理サポートセンター）
　　ため池を管理している皆さんの、ため池の補修・改修・廃止など困りごとを個別にお聞きします。詳細
　　は、ため池保全管理サポートセンターまでお問い合わせください。

　土地改良区会計支援について（問い合わせ：総務課）
　　本会では複式簿記会計の運用相談、ソフトを使用していない土地改良区に対する貸借対照表の作成支援
　　を実施しております。また、土地改良施設台帳更新に関する業務受託等も実施しております。ご希望の
　　方は、総務課会計指導担当までお問い合わせください。

　土地改良区代表者変更届け（お願い）（問い合わせ：総務課）
　　役員改選等により代表者が変更となった場合は、総務課宛に代表者変更届けを提出してください。

「会計指導員が行う土地改良区の指導監査」

　平成 31年 4月 1日施行の改正土地改良法により、土地改良区は令和 5年 4月 1日以降最初に開催される通常総
会終了時までに、原則として員外監事を選任又は会計指導員が行う指導監査等を受ける必要があります。
　本会では、員外監事の選任が難しい又は運営上のリスク洗い出しのために外部監査を希望する土地改良区に向け
て積極的に指導監査を実施いたします。本年度は 4団体の指導監査を実施することとしております。
　なお、指導監査の円滑な実施のため、会計指導員が行う土地改良区の指導監査に関する実施規程を制定しており
ます。指導監査に関する内容のお問合せ、お見積もり等は総務課会計指導担当までお気軽にご連絡ください。

 [ 指導監査実施までの流れ ]

指導監査に関する協議

申請書を本会へ提出

指導監査リスク細目、

実施時期等の協議

令和 7年度の管理運営

体制強化委員会で指導

監査の年間計画を承認

指導監査に関する

契約の締結
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事務局機構図

事務局 業務部

総務部

TEL 058-271-8383
FAX 058-275-0143

総務課

■業務内容
総会・役員会
定款・規約・諸規程・会員の加入・脱退・賦課金
土地改良功労表彰・支部運営
現地研修・土地改良区運営経理研修
21 世紀土地改良区創造運動・広報
土地改良区体制強化事業（財務管理強化相談、複式簿記会計指導等）
農家負担金軽減支援対策事業
水土里情報関連業務
多面的機能支払交付金の推進

TEL 058-271-1325
FAX 058-273-7215

換地指導課

■業務内容
換地業務　　　　経営体育成促進換地等調整事業
　　　　　　　　換地選定・換地処分事務
土地改良区体制強化事業（土地改良相談、受益農地管理強化）
土地改良相談・土地改良区指導

TEL ・FAX 0577-78-1133飛騨事務所
■業務内容
土地改良区支援
多面的機能支払交付金（受託業務）
多面的機能支払交付金の推進

TEL 058-271-4383
FAX 058-273-7215

農村整備課

■業務内容
農業農村整備事業
測量業務
小水力発電の推進

管理部

ため池保全管理サポートセンター
■業務内容
ため池保全管理サポートセンター業務

TEL ・FAX 0577-78-1133

TEL 058-271-1328
FAX 058-273-7215ストックマネジメントセンター

■業務内容
土地改良施設維持管理保守点検業務
農業水利施設管理強化事業
農業用排水機維持管理事業
土地改良区体制強化事業（土地改良施設診断・管理指導）
土地改良施設維持管理適正化事業
基幹的農業用水路強靭化事業
農業集落排水事業
農道台帳整備事業
かんがい施設賠償責任保険業務

TEL 058-271-1328
FAX 058-273-7215
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あとがき
　今年の田植えも無事に終わり、そろそろ梅雨入りかと思っていましたが、
平年よりも半月ほど梅雨入りが遅く中々雨が振りませんでした。雨降りが
好きではありませんが、晴れたところで紫陽花を見ても物足りませんので、
やはり梅雨に合った花もあるものだと感じています。

梅雨入りを迎えた仕事部屋より


